
方
で
は
な
く
、
ロ
ン
グ
ド
ラ
イ
ブ

用
途
で
も
使
わ
れ
て
い
く
だ
ろ

う
。
ま
た
、
非
常
時
の
用
途
と
し

て
想
定
さ
れ
て
き
た
Ｖ
２
Ｈ
（
ビ

ー
ク
ル
・
ト
ゥ
・
ホ
ー
ム
）
な
ど

も
、
一
般
家
庭
に
お
け
る
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
・
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
用
途
と

し
て
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
課
題
も
あ
る
。
従
来

は
、
Ｅ
Ｖ
車
載
蓄
電
池
の
充
電
容

量
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
た

め
、
夜
間
の
普
通
充
電
に
よ
り
満

充
電
に
す
る
ケ
ー
ス
が
大
半
で
あ

り
、
急
速
充
電
は
普
通
充
電
の
補

完
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き

た
。
ま
た
、
電
力
会
社
か
ら
し
て

も
、
一
般
的
な
電
灯
需
要
を
想
定

し
た
配
電
網
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

Ｅ
Ｖ
の
よ
う
な
（
一

般
家
庭
と
比
し
て
）

相
対
的
に
需
要
が
大

き
い
負
荷
が
存
在
す

る
ケ
ー
ス
は
そ
れ
ま

で
想
定
し
て
お
ら

ず
、
配
電
負
荷
を
軽

減
す
る
観
点
か
ら

も
、
充
電
負
荷
は
低

い
方
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
き
た
。
そ
う

し
た
背
景
か
ら
、
日

本
で
は
急
速
充
電
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
が
遅

々
と
し
て
進
ま
ず
、

ま
た
そ
の
充
電
出
力

も
、
Ｃ
Ｈ
Ａ
ｄ
ｅ
Ｍ

Ｏ
（
チ
ャ
デ
モ
）
規

格
上
は
４
０
０
㌔
㍗

ま
で
可
能
な
も
の

の
、
実
際
に
整
備
さ

れ
て
い
る
充
電
器
は

１
０
０
㌔
㍗
弱
に
留

ま
っ
て
い
る
（
な

お
、
筆
者
は
15
年
頃

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
し

て
い
た
が
、
当
時
は

欧
州
で
も
普
通
充
電

で
十
分
と
い
う
認
識

で
あ
っ
た
）
。

一
方
、
そ
の
後
の

技
術
進
展
は
目
覚
ま

し
く
、
諸
外
国
で
は

テ
ス
ラ
な
ど
大
容
量

蓄
電
池
を
搭
載
し
た

Ｅ
Ｖ
に
対
応
す
る
た
め
に
４
０
０

㌔
㍗
級
の
Ｅ
Ｖ
充
電
イ
ン
フ
ラ
が

整
備
さ
れ
始
め
て
お
り
、
日
本
の

イ
ン
フ
ラ
は
今
後
の
Ｅ
Ｖ
社
会
へ

の
対
応
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
状

況
だ
。
Ｅ
Ｖ
充
電
イ
ン
フ
ラ
を
次

世
代
化
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
電

気
事
業
法
な
ど
の
関
連
法
令
の
改

訂
、
送
配
電
網
の
高
度
化
、
関
連

す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
充
電
器

メ
ー
カ
ー
の
商
品
企
画
な
ど
が
必

要
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
は
い
か

な
い
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

社
会
実
現
に
向
け
て
は
課
題
山
積

で
は
あ
る
が
、
Ｅ
Ｖ
充
電
イ
ン
フ

ラ
の
在
り
方
も
そ
の
一
つ
と
言
え

よ
う
。

２
０
２
１
年
10
月
、
第
６
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
閣
議
決
定

さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
。
同
計
画
で

は
、
従
来
の
第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み

込
み
、
50
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
達
成
に
向
け
た
マ
イ
ル
ス
ト

ー
ン
と
し
て
、
30
年
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温

室
効
果
ガ
ス
）
46
％
削
減
を
目
指

す
極
め
て
意
欲
的
な
目
標
と
、
そ

こ
に
至
る
政
策
の
基
本
的
な
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

50
年
度
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
が
実
現
す
る
世
界
で
は
、
再
エ

ネ
が
50
～
60
％
を
占
め
る
と
さ
れ

る
。
電
力
は
原
子
力
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ

（
二
酸
化
炭
素
回
収
・
貯
留
）
付

火
力
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
フ
リ
ー

と
な
る
が
、
出
力
が
変
動
す
る
再

エ
ネ
は
、
需
要
に
応
じ
て
蓄
電
あ

る
い
は
水
素
変
換
を
行
い
つ
つ
最

大
限
の
活
用
を
行
う
こ
と
が
前
提

と
な
る
。
蓄
電
さ
れ
た
再
エ
ネ
電

気
は
、
需
要
が
急
増
す
る
夕
方
の

時
間
帯
に
放
電
し
て
使
わ
れ
る
。

ま
た
、
再
エ
ネ
を
使
っ
て
製
造
さ

れ
た
再
エ
ネ
由
来
水
素
は
、
電
化

が
困
難
な
用
途
（
熱
な
ど
を
使
う

産
業
プ
ロ
セ
ス
）
に
活
用
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
蓄
電
あ
る
い

は
水
素
変
換
な
ど
に
よ
っ
て
、
Ｃ

Ｏ
２

フ
リ
ー
な
電
力
を
最
大
限
に

活
用
す
る
こ
と
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
時
代
に
お
い
て
は
必

要
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て

は
、
電
力
貯
蔵
装
置
と
し
て
の
電

気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
役
割
も
増

す
は
ず
だ
。
50
年
ま
で
の
時
間
を

考
え
る
と
、
従
来
で
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
密
度
に
課
題
が
あ
っ
た
Ｅ
Ｖ
車

載
蓄
電
池
も
、
充
電
容
量
や
サ
イ

ク
ル
寿
命
の
向
上
が
期
待
で
き
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
使
い

段野
だ ん の

孝一郎
こ う い ち ろ う

日本総合研究所
リサーチ･コンサルティング部門
ディレクタ／プリンシパル

カーボンニュートラルにおけるＥＶの役割
（
次
回
は
●
月
●
日
に
掲
載
し

ま
す
）


